















































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｉ Ⅱ ⅡＩ 1Ｖ Ｖ
????ー????
．この過程は，われわれ
の日常の適応の指標と
なるような大きな組や
群を形造する。
・カテゴリー化は，でき
うるかぎり，群に同化
していく。
･カテゴリーは，関連し
た対象をすばやく同一
視することを可能にす
る。
･カテゴリーは，同じ理
念的ひびき，及び情動
的ひびきを，そのカテ
ゴリーが含むすべての
ものIこ染み込ませる。
･カテゴリーは，多かれ
少なかれ，合理的なも
のであろう。
????ー????･われわれはこの適応の
ために以前に形成した
カテゴリーを想起しな
がら，目のさめている
うちの大半を過ごして
いる ◎
･思考には奇妙な慣性が
ある。我々は手軽に諸
問題を解決したいと思
つ。
･あらゆる事象は。ある
目印をもっている。そ
れは余談のカテゴリー
を行為にまで導く手が
かりとして役立つ。
･いくつかのカテゴリー
lま，ほとんど純粋に知
的なものである。多く
の概念は「意味」のほ
かに，一つの特徴ある
｢感情」をもっている。
この概念にもとなって
好き嫌いの感情的なひ
ぴきを持つ。
･一般的に，カテゴリー
Iま「真実の核心」から
でき上がり始めるもの
だといわれている。合
理的なカテゴリーがそ
うであり，関連的な経
験の増大によってカテ
ゴリー自体が拡大し，
かつ固定してくる。
宮地あゆみ
要するに強化された偏見となるのである。こうした偏見
の保持者は，偏見を持たされている人々をステイグマ化
し強く拒絶し，彼らからできる限り社会的距離を保とう
とする」（クロセテイほか'978：42）のかもしれない。
4.2．今後のステイグマ研究の方向性
本研究の結果によると，〈常識〉とはその人達の存在
している時代や国や文化によって異なり，〈常識〉は常
に時代や場所などによって変化するものである。そして
私達は常に，その時代の国や文化においてのく常識〉を，
<感覚〉として身につけるように，身近な人達や，社会，
マスメディアなどを通して教えられるなかで育てられて
いるのである。そして．このようにして身についている
く常識〉やく感覚〉からズレている人達に出会うと，自
分達とは違うとした違和感を持つのである。そしてその
人達をく普通ではない〉として即座にパターン化し，カ
テゴリー化して捉えることにより，私達の過去の経験や
知識などと関連させ。そのタイプや特徴のく徴〉を持つ
人達が自分達にとって安全かどうかを，判断しやすくし
ようとするのである。そしてこのようにパターン化する
なかで，〈普通ではない〉と思われる人達との差異を明
確に認識しやすくするために，そのカテゴリーにラベル
を貼るのである。現在のスティグマは，目には見えにく
いものにまで拡大して存在し続けており，そのステイグ
マ〈徴〉がある人達は，そのようなスティグマ〈徴〉の
ない人達によって作られた制度く枠〉のもとで，管理さ
れているのであり，またそして，スティグマがある人達
はその役割を演じるように求められているのかもしれな
い。
このようにステイグマとは，主としてスティグマがあ
る人達とは対極に位置づけられるく普通〉の人達によっ
て付与されるものである。また，ステイグマがある人達
は，多くの場合マイノリテイ的集団に属する人達でもあ
り，その社会における弱者であることもわかった。さら
にステイグマにより，その人達の人生や生活における選
択肢は大きく制限されてしまうこと，場合によっては，
その人達の家族や親戚にまでにもその影響が及んでしま
うのである。一旦ステイグマがあるとみなされてしまう
と，それによっておこる負の連鎖からは簡単に逃れるこ
とはできないようである。私達は，いつの時代も社会の
なかにステイグマがある人達を産出し，自分達の持つ
く常識〉やく価値観〉を正当化してきたのかもしれない。
それらの結果，ステイグマは一般の人達の生活のなかに
根深く浸透し、現在も存在し続けていると思われる。そ
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してまた，スティグマ化された人達も自らのアイデン
ティティの維持のため自らのスティグマをく普通の人〉
とともにいわば共謀的に維持するということもあるの
だ。
現代のステイグマは，人種，民族，宗教，学歴，職業，
障害，病気，犯罪……など，社会諸事象の各位相のなか
に数多く見出される。それゆえ，ステイグマ研究は，こ
うした各位相で可能となるわけであるが，一人の人間が
遂行できるスティグマ研究には限りがある。筆者のこれ
からの研究の方向性としては，こうしたさまざまなス
ティグマの概念論や実証的研究の成果を継承して，「糖
神障害者に関するステイグマ研究」に向かっていくつも
りである。筆者はこれまで「過去50年にわたる精神障害
者の偏見およびスティグマに関する研究論文」の分析を
行ってきた。これまでの先行研究では，質的研究と量的
研究が相互影響的に関連し合いながら進められてきてい
る。その結果によると，精神障害者に対する偏見やス
テイグマの解消のための量的研究の動向は，第１測定法
期（1960～1980年)，第２測定法期（1981～1994年)，第３測
定法期（1995年～現在）の3つの時期に研究の段階が分け
られ，測定法については大きく分けると5つが開発され
ている。それらの研究の結果からは，対象者の属性に合
わせた啓発活動が有効であることも分かってきた（宮地
2012)。そして今後の研究の方向性としては，精神医療
福祉の歴史学研究を行うなかで，精神障害者がなぜ現在
ステイグマの渦中にあるのかを読み解き，可能ならば精
神障害者のステイグマの解消ないし軽減に向けての具体
的方途を見出して行きたいと考えている。
５．結びにかえて
ベッカーの『アウトサイダーズ』のなかに，「わしや，
ときどきわからなくなっちまうんだが，どうして他人の
ことを気違いだなんていい切れるのだろう。人間にゃ，
ほんとうの気違いもほんとうの正気も一人だっていやし
ない，ただほかの連中がそういったからそう決まつちま
うだけのことだって，ときどきそんな気がするんだ。そ
いつが何をやるかというより，まわりの連中がそいつを
どうみるかつてことで決まつちまうらいしんだな」(ベッ
カー1987：ｌ）という一文がある◎私達は，自分達の感覚
として持つく常識〉から外れた人達がいると，これまで
の価値観のなかから，その人達にあてはまるであろう属
性にあてはめて見てしまう習‘慣がある。その結果，私達
は自分達とその人達とのく違い〉や，何かおかしいと感
スティグマの社会学的理解
じとったく違和感〉に対して，即座に対応しようとする
のである。しかし，それはもともと私達のなかにく常識〉
やく基準〉とされるものがあり，それとの差異に対して
無意識のうちに合理的に判断をしているにすぎない。そ
して．その人達との間にあると思われる境界線を明確に
するためにラベルを貼るのである。
もし，このく違い〉やく違和感〉を感じとらせる対象
者が，メジャーリーグに憧れてそれを目指す野球選手で
ある場合にはどうであるか。メジャーリーグを目指すた
めに，生活そのものが目標達成のための生活になると思
われる。人付き合いよりもトレーニングが優先で，食事
も一種のトレーニングであるため，私達と同様にその時
の状況や気分によって食事をしているわけではないかも
しれない。これも明らかにく普通ではない〉と言える。
しかし，彼はく普通ではない〉からといって，スティグ
マをあたえられることはないであろう。それは彼にく違
い〉やく違和感〉があると感じたとった私達が，彼の持
つ特性がマイナスの特‘性ではないとする属性にあてはめ
た結果，スティグマとしては捉えていないためなのかも
しれない。だが，私達は日々の生活のなかでマイナスの
特性を持つ人達に対して，当たり前のようにラベルを貼
り．スティグマがあると見なしてしまうのである。しか
しその前に，私達は自分達の持つく常識〉やく基準〉と
する価値観の見直しをする必要があるのではないだろう
か。しかし，現代社会のなかでは．他人とは違う価値観
をもっていること自体がく普通ではない〉人達，逸脱
者とみなされてしまう可能性もおおいにある。ときど
き，「私と小鳥と鈴』（金子1998:81）の詩になかにある「み
んなちがって，みんないい」といった言葉を，目にする
ことや耳にすることがある。しかし私達は本当に，自分
達とは違うく個性〉やく特徴〉などを受け入れられるの
であろうか。この詩からも，私達が幼少期に大人達に教
えられた「みんな平等」「半分ずつ」「仲良くしようね」
とする言葉の背景にある，本音と建前の二面性のような
ものを感じさせられ，そしてまた何か考えさせられるも
のがあるようにも思えてくる。
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注
1）オルポートは．ステレオタイプの定義として「好意的であ
ろうと非好意的であろうと，とにかく，ステレオタイプは．
3９
カテゴリーと結びついた，誇張された所信である。その機
能は．そのカテゴリーに関してのわれわれの行為を正当化
する（理屈づける）点にある」と述べている（オルポート
１９６８：162)。
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